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全国から集まった７名の保護司とともに、本年５月２６日から２７日において開催され

た「平成２２年度第１回保護司国際研修」（注）に参加いたしました。これは、世界各国の

刑事司法機関の職員１２名、国内から法務省関係者あるいは裁判所関係者８名が参加して

行われる、国連アジア極東犯罪防止研修所開催「第１４５回国際研修」に合わせて行われ

たもので、私にとっては、普段は接点のない世界の司法制度を俯瞰するような高度な話題

に触れることができ、今後の保護司活動にとって大変良い機会となりました。 

 第１４５回研修の目的は、「『社会への再統合要因』の強化による犯罪者の効果的な社会

復帰」であり、各保護司の事例報告後の質疑応答では、犯罪者への効果的な社会復帰にお

ける保護司の役割について、各国参加者から多くの質問がなされ、その興味の高さが伺い

知れました。我が国の保護司制度は、世界的にその機能性と有用性が評価されているもの

の、実際にその役割を担っている本人たちの話を聞くことは、彼ら海外参加者にとっても

非常に良い機会であったようです。保護司には、対象者の更生に向けて、何よりも相互の

人間関係の構築と意思疎通の能力が問われるものですが、この点について素朴かつ重要な

質問がありました。同じ地域に住む者同士（保護司は対象者の近隣に住む者が選ばれるこ

とが多い）、期間終了後にも付き合いがあるものかどうか、という点です。答に正解がある

ようなものではありませんが、確かに実像に迫るには良い質問でした。中には、実にヒュ

ーマニティ溢れる例も紹介され感動の場面もあり、溜息も漏れたほどでした。このような

質疑応答から、機能重視で冷徹なばかりでは効果があがらず、感情移入が過ぎると全体が

見えなくなる、といったジレンマの中に立たされる保護司の実像に焦点が移り、講師であ

るモナシュ大学クリストファー・トロッター准教授からもコメントがあるなど、非常に活

発なセッションになりました。 

 夕食では座席配置に工夫をいただき、隣席に海外参加者が来るようにしていただいたこ

とで、ゆっくりと各国の実情などもお聞きすることができました。そのなかで、我が国で

は強姦に対する刑罰が比較的軽いなど、その違いに気付かされることがあったことや、あ

るいは珍しいお国事情に話が及ぶなど、ひと時ではあっても本当に良い懇親の時間となり

ました。一夜明けて会場で会う参加者とは、何か旧知の間柄のような関係になっていて、

トロッター准教授の講義「オーストラリアにおける犯罪者処遇について」も活発でなごや

かな雰囲気の中に終了しました。 

プログラムの最後に用意いただいた佐々木所長と保護司との懇談では、世界的に評価さ

れている我が国の保護司制度を支えているのは、そのボランティア精神であって、人間愛

であることを皆で再確認し、今回のような司法制度全体を見るような保護司研修の有用性

についても言及されました。 

 最後になりましたが、このような機会をいただけたことを関係者の方々に心から感謝し、

この経験を生かして今後も地道に活動を続けていくことを申し添えたいと思います。 

 



（注）「保護司国際研修」とは，日本の保護司の皆様に諸外国における犯罪者処遇に関す

る諸問題について研さんを深めていただくことを目的に，当所と法務省保護局が共同で開

催している研修です。 

具体的には，当所で毎年行われている，国際研修や高官セミナーの期間中，一泊二日の

日程で開催しています。研修中には，海外・国内の参加者との意見交換会や，海外から招

へいした客員専門家の講義などのプログラムが設けられています。今回は，第１４５回国

際研修の期間中である，平成２２年５月２６日から同月２７日まで，全国から７名の保護

司の方々に御参加いただきました。 

保護司国際研修は，保護司の皆様からも，国際研修・高官セミナーの参加者からも，毎

回高い評価を受けています。特に海外からの参加者は，日本独自のものである保護司制度

に対して強い関心を持っており，意見交換会やその後の夕食会の席では，毎回数多くの質

問が寄せられます。つまり，上に挙げたような，保護司の皆様に対する研さんの場という

だけではなく，海外からの参加者に対し，日本の保護司制度や保護司の活動を紹介すると

いう，国際的な「情報発信」の機会にもなっています。 （アジ研教官 左近司彩子） 


